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ような i~半献が阿j 古旨になる o
止式 0，二辺が右辺よりよきくなっているばあい，新投資 (vH) により，企
業の総投下資木 (S+vH) には， (複利で見て〉よの正常利7閏卒をこえる利潤
の可能性が予想されてL、ることになる U したがって企業の新投資は過少であり』
資本の限界効本と使用者費用 (163) 163 
企業〔あるいは産業)はさらに投資をす斗めて規投の拡大をはかり，いっそう
























164 (164) 第 139巻第l号
Qo) 即oCLo-Lo)，ρ，CQ，-Q，)一日ピ(L，-L，)である。 Qo，Lo， Qh L1はい
ずれも最適値であり Qo.Lo. Qr. L1 は，すでに設置された資本設備にかんし
て計画されていた数値である。したがって資産Hの資本の限界効率んは，次
式により定義される。
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2) 設備投資決定の旦i~町山プロセスにかんする説明は，参照ヱ此にかかげた 訣沼高理による 述
。研究に負っている。とりわけその第3論文を参照されたし、。










利子費用を考慮した iを恭準にしている。 これは実際的には， 投資収益率
(ROI) に相当する茶準である。 向動車工業で用いられているのは， 1台当り
目標利誌という利潤マージンの基準である。もちろん(1台当り目標利益×目











































最終生産物の価値 A，のあいだの関係より (G'-B)-(G-A，) として算定さ
れる。使用者費用はしたがって，今期の生産において犠牲にされた資本価値で
資本の限界効率と使用者貸用 (169) 159 
ある。 Aを企業の販売高とすれば，経済全体の生産規模は，j昔、供給{同格」ある







































使用者費用は鋭く上丹 Lうるからである。 GT， p. 3口2









































んで作られた訂西が，下想どおりに実現できなか v た結果であるo そのとき限
















れら7'. 711'， ιT，. . . ん h T とすれば，各イlの限界使用者費用は，
ITe IT' ITe 1/ 
QF(l+;町)' Q，(l十'2T)， QF(l十[1'-1， T)' QF 
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